局所的な変位観測に基づく弾性体の弾性率推定 by 森田, 充樹 et al.
Title局所的な変位観測に基づく弾性体の弾性率推定








OP2-4 第17 回日本VR医学会学術大会 2017年 8 月26 日
1 
局所的な変位観測に基づく弾性体の弾性率推定 



























































面の点を 5点ずつ-x軸方向へ増やし，5, 10, 15, 20, 25
点の 5 パターンで観測した．なお，最適化問題を解
く 手 法 と し て ， CMA-ES5) (Covariance Matrix 
Adaptation Evolution Strategy) を用いた． 
図 1. 提案手法の概要 
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事前観測のパターンを 1 から 3 に変更した際の，
𝜆 = 0と𝜆 = 0.35の場合の結果をそれぞれ図 3 と図 4
に示す．図 3 の結果から，(1) 観測頂点数が増える
につれて推定精度が良くなる，(2) 事前に観測する
弾性体の変形パターンが多いほど推定精度が向上す


















研究 B(課題番号: 15H03032)の助成による． 
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図 2. シミュレーション実験の条件設定 
図 3.  𝜆 = 0における実験結果 図 4.  𝜆 = 0.35における実験結果 
